
 
 
 

鹿児島県公立高校入試徹底分析【理科】 
 
【形式・難易度】 
試験時間 50分 配点 90点 

問題構成 
大問は5題で、小問は35～40問程度である。大問１は分野を跨いだ小問集合形式、大問２

～５は地学・化学・生物・物理分野から2単元ずつ出題され、大問ごとの配点は均等に

なっている。 
 

 令和８年度(2026)  令和７年度(2025)  令和６年度(2024)  令和５年度(2023)  令和４年度(2022)  

問題量（A４で） 10ページ分 10ページ分 10ページ分 10ページ分 10ページ分 

小問数 41問 38問 38問 39問 40問 

論述問題の数 ７問 5問 3問 5問 ４問 

論述問題配点 10点 11点 9点 12点 10点 

作図問題の数 2問 4問 1問 3問 3問 

作図問題配点 6点 10点 3点 7点 6点 

※受験者平均点 44.1点 48.7点 48.8点 50.1点 53.9点 
 

【出題の傾向と対策】 
① 実験・観察の「目的」や「理由」、「メカニズム」を説明させる論述問題の出題は通例に。 
　単に実験結果を覚えるだけでなく、一歩踏み込んだ理解が合否を分けます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②対話形式の問題は定番化。複数の条件（表・グラフ・図・会話文）を組み合わせた論理的な推論や 
　多角的な視点が必要になっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
③ 作図の問題はもちろん80文字以上の長文記述問題も出題されています。 
 

 

 

 

 
 

 
④ 鹿児島トピックの出題。身近な現象や産業に落とし込んだ問題形式となっており、科目を跨いだ総合的
な知識や理解が求められます。 
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